
新しい 目標胸に 歩む春 
 

4 月 7 日、新しい学校生活が始まりました。79 人の新入生を迎え、

全校 493 人の子どもたちで、令和 8 年度の清水小学校がスタートしま

した。 

 

私は、このたび清水小学校校長として着任しました袴田眞也です。どうぞよろしくお願いいた

します。清水小に勤務するのは 4 回目となります。温かな地域に支えられ、楽しい思い出がたく

さん詰まった清水小に再び来ることができ、大変うれしく、わくわくしています。51 人の教職

員とともに、すべての子どもにとって学校が「安全」で「楽しい」場所であり続けられるよう、

全力で教育活動に取り組んでまいります。保護者・地域の皆様には、ぜひ「ともに子どもを育て

る」という視点でのご支援をお願いいたします。 

 

さて、新しい年度が始まり、子どもたちはそれぞれに希望や目標を胸に、元気よくスタートを

切りました。始業式では、代表の子どもたちが堂々と自分の思いを発表してくれました。 

 

2 年生の大黒輝さんは、「新しい 1 年生に学校のことをいっぱい教えたい」「相手の目を見て最

後まで話を聞くよう頑張る」「『おはよう』『ありがとう』と言って友達に優しくする」と、頼も

しい決意を話してくれました。これらの言葉には、「さわやかなあいさつをかわします」「友達を

大切にします」という清水小宣言につながる大切な思いがあふれています。 

 

また、4 年生の大里真優理さんは、「低学年に優しく教えることができる 4 年生になりたい」

と発表しました。音読や鉄棒など自分の課題に粘り強く取り組もうとする姿勢とともに、周りの

人を思いやる気持ちは、「友達を大切にします」という清水小宣言を実践しようとする意欲の表

れです。 

 

さらに、最高学年となる土屋愛莉さんは、「助け合いを当たり前のクラス、学校にしたい」「1

年生が楽しく学校生活を送れるよう手助けをしたい」と力強く語りました。進んで手伝うこと

や、仲間と支え合うことの大切さは、「すすんで人のためにはたらきます」という清水小宣言そ

のものです。 

 

子どもたちの言葉からは、「あいさつ」「思いやり」「助け合い」といった、本校が大切にして

いる三つの宣言が、確実に一人一人の中に根付いていることが伝わってきました。 

 

本年度も、これらの宣言を日々の学校生活の中で大切にしながら、子どもたちが安心して過ご

し、互いに成長し合える学校づくりを進めてまいります。保護者の皆様、地域の皆様のご理解と

ご協力をよろしくお願いいたします。 

校長 袴田 眞也 

 

 
 

 

 

清水小宣言 「さわやかなあいさつをかわします」「進んで人のために働きます」「友だちを大切にします」 
 



令和 8 年度 いずみの里（清水小）スタッフ 


